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3歳児健診受診者の両親におけるスギ花粉症の

危険因子に関する症例対照研究
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目的　3歳児健康診査受診者の両親においてスギ花粉症発症の危険因子を明らかにする。

方法　栃木県の1997年9月と10月に行われた3歳児健康診査受診者の両親を対象とし，調査票を

事前に送付し前もって記入してもらい，健診会場で回収した。調査内容として，両親につい

ては環境要因（居住地，住居様式，住まいのつくり，交通量の多い道路・渋滞する道路まで

の距離），母親についてのみ遺伝素因（本人のアレルギー疾患の有無，実の両親のアレルギ

ー疾患の有無）を尋ねた。本研究では，くしゃみ，鼻水，鼻づまりの3症状がすべてあり，

かつ2月から5月のいずれかの月に症状が出現すると答えた者を「スギ花粉症あり」と定義

し，3症状いずれもないと答えた者を「スギ花粉症なし」とし対照とした。環境要因につい

て症例対照研究として，多重ロジスティックモデルを用いてそれぞれの因子のオッズ比と

95％信頼区間を単変量，多変量解析で求めた。また，母親では遺伝素因についても解析し，

ありとなしの群で環境要因の及ぼす影響を比較した。

結果　受診者の両親は3,291組で，2,968組（90.2％）から調査票を回収した。そのうち母2,846

人，父2,905人から情報が得られた。母，父の症例はそれぞれ312人，229人であり，対照は

1,857人，1,934人であった。環境要因の単変量解析では，居住地（住宅/農山村），住居様式

（集合住宅/一戸建て），住居のつくり（鉄筋コンクリート/木造・モルタル），交通量の多い

道路までの距離（100 m未満/100 m以上）が父母ともに1より高かった。これらの因子を

説明変数として多重ロジスティック解析を行った結果，統計学的有意差が認められたのは父

における交通量の多い道路までの距離であった。母について，本人のアレルギー疾患と実の

両親のアレルギー疾患がスギ花粉症発症に高いオッズ比を示した。本人かつ実の両親のいず

れかにアレルギー疾患があるグループ（遺伝素因あり）と，本人も実の両親もアレルギー疾

患なしのグループ（遺伝素因なし）で環境要因の及ぼす影響の大きさを，交通量の多い道路

までの距離，住居様式，住居のつくりを説明変数として多重ロジスティックモデルを用いて

オッズ比を求め比較した結果本研究結果として確定には至らないが，遺伝素因があるグルー

プの方がないグループに比べてすべての項目でオッズ比が大きく，環境要因のリスクを上昇

させる傾向が観察された。
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